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  （百万円未満四捨五入）

１．2020年９月期第３四半期の連結業績（2019年10月１日～2020年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益 
親会社の 

所有者に帰属する 
四半期利益 

四半期包括利益 
合計額 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
2020年９月期第３四半期 150,661 3.3 8,619 △23.9 7,172 △35.9 4,242 △45.5 4,259 △45.3 4,379 △41.2 
2019年９月期第３四半期 145,813 13.9 11,325 27.0 11,190 28.2 7,790 30.1 7,790 30.1 7,440 24.9 

 

  
基本的１株当たり 

四半期利益 
希薄化後１株当たり 

四半期利益 

  円 銭 円 銭 
2020年９月期第３四半期 36.70 36.60 
2019年９月期第３四半期 67.13 67.00 

（参考）調整後四半期利益  2020年９月期第３四半期 4,242百万円（前年同期比 △45.7％）  2019年９月期第３四半期 7,818百万円 
（注１）当社は、経営上の重要な指標として、調整後四半期利益を用いております。なお、当該指標につきましては後述の「※ 業績予想の適切

な利用に関する説明、その他特記事項（２）～（３）」をご覧ください。 
（注２）当社は、2020年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施しております。基本的１株当たり四半期利益及び希薄化

後１株当たり四半期利益については、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、当該株式分割後の発行済株式数に

より算定しております。 
 

（２）連結財政状態 

  資産合計 資本合計 
親会社の所有者に 

帰属する持分 
親会社所有者 
帰属持分比率 

  百万円 百万円 百万円 ％ 
2020年９月期第３四半期 232,369 48,752 48,725 20.9 
2019年９月期 136,349 47,367 47,367 34.7 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2019年９月期 － 0.00 － 90.00 90.00 
2020年９月期 － 0.00 －     
2020年９月期（予想）       15.00 15.00 
（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 
（注２）当社は、2020年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施しております。 
 

３．2020年９月期の連結業績予想（2019年10月１日～2020年９月30日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 
  売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 親会社の所有者に 

帰属する当期利益 
基本的１株当たり 

当期利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 204,950 2.9 10,450 △28.2 8,700 △39.4 5,100 △48.8 5,100 △48.8 43.95 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有 

新規 1社  （社名）株式会社Sharetea Japan、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更 

①  IFRSにより要求される会計方針の変更          ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年９月期３Ｑ 116,049,984 株 2019年９月期 116,049,984 株 

②  期末自己株式数 2020年９月期３Ｑ 248 株 2019年９月期 248 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年９月期３Ｑ 116,049,736 株 2019年９月期３Ｑ 116,049,736 株 

（注）当社は、2020年４月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を算定しております。 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（１）連結業績予想に関して 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その実現を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料

３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。 

 

（２）調整後四半期利益を以下の算式により算出しております。 

調整後四半期利益＝四半期利益＋新株予約権取得関連費用＋株式売出し関連費用＋その他 

 

（３）調整後四半期利益は国際会計基準（以下「IFRS」という。）により規定された指標ではなく、当社グループが、

投資家にとって当社グループの業績を評価するために有用であると考える財務指標であります。当該財務指標

は、新株予約権の取得に関連して発生した費用、当社株式の売出しに関連して発生した費用等の非経常的な費用

項目（通常の営業活動の結果を示していると考えられない項目、又は競合他社に対する当社グループの業績を適

切に示さない項目）の影響を除外しております。 

なお、調整後四半期利益は、四半期利益に影響を及ぼす項目の一部を除外しており、分析手段としては重要な制

限があることから、IFRSに準拠して表示された他の指標の代替的指標として考慮されるべきではありません。当

社グループにおける調整後四半期利益は、同業他社の同指標又は類似の指標とは算定方法が異なるために、他社

における指標とは比較可能でない場合があり、その結果、有用性が減少する可能性があります。 



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大による緊急事態宣言の発令

を機に外出自粛要請や営業時間短縮要請等が本格化し、個人消費が急速に冷え込み、景気は急激に悪化しました。

緊急事態宣言解除後は、経済活動も正常化に向かい株価も持ち直すなど、緩やかに回復の兆しはあるものの、二次

的な感染拡大が発生する可能性もあり、景気の先行きについては不透明な状況が続いております。 

外食業界におきましても、上述の通り、新型コロナウイルス感染症拡大により甚大な打撃を受けております。緊

急事態宣言解除後は、緩やかな回復傾向にあるものの、予断を許さない状況は続いております。 

このような状況の中、当社グループでは、「うまいすしを、腹一杯。うまいすしで、心も一杯。」を使命とし

て、美味しいすしを通じてより多くの皆さまに驚きと感動を感じていただきたいという願いに向けて、商品開発、

店内調理、安心・安全の取り組み及びサービスの向上に取り組んでまいりました。 

また、店舗開発につきましては、51店舗出店（国内34店舗、海外17店舗）、６店舗退店（国内２店舗、海外４店

舗）したことにより、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、国内573店舗、海外38店舗の合計611店舗となりま

した。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上収益150,661百万円（前年同期比3.3％増）、営業利

益8,619百万円（前年同期比23.9％減）、税引前四半期利益7,172百万円（前年同期比35.9％減）、親会社の所有者

に帰属する四半期利益4,259百万円（前年同期比45.3％減）となりました。 

また、調整後四半期利益は4,242百万円（前年同期比45.7％減）となりました。 

 

（注）調整後四半期利益＝四半期利益＋その他 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び資本の状況 

（資産） 

総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ96,020百万円増加し、232,369百万円となりました。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ4,878百万円増加し、20,490百万円となりました。これは主に、

現金及び現金同等物が2,394百万円、営業債権及びその他の債権が1,960百万円、棚卸資産が235百万円、その他

の流動資産が284百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。 

非流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ91,143百万円増加し、211,880百万円となりました。これは主

に、IFRS第16号の適用等により有形固定資産が91,327百万円、敷金及び保証金が770百万円それぞれ増加した一

方で、持分法で会計処理されている投資が914百万円減少したこと等によるものであります。 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ94,635百万円増加し、183,617百万円となりました。 

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ45,260百万円増加し、78,796百万円となりました。これは主に、

借入金が36,570百万円、IFRS第16号の適用等によりリース負債が10,897百万円、その他の流動負債が793百万円

それぞれ増加した一方で、営業債務及びその他の債務が1,620百万円、引当金が1,580百万円それぞれ減少したこ

と等によるものであります。 

非流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ49,374百万円増加し、104,821百万円となりました。これは主

に、IFRS第16号の適用等によりリース負債が75,913百万円増加した一方で、社債及び借入金が26,670百万円減少

したこと等によるものであります。 

（資本） 

資本合計は、前連結会計年度末に比べ1,386百万円増加し、48,752百万円となりました。これは主に、利益剰

余金が配当金の支払により2,611百万円、IFRS第16号の適用により554百万円それぞれ減少、四半期利益の計上に

より4,259百万円増加したこと等によるものであります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,394百万円増加し、12,735百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は、13,316百万円（前年同期比19.4％増）となりました。 

これは主に、税引前四半期利益7,172百万円、IFRS第16号の適用等による減価償却費及び償却費11,257百万

円、減損損失1,089百万円の計上があった一方で、営業債権及びその他の債権の増加が1,951百万円、営業債務及

びその他の債務の減少が1,496百万円、棚卸資産の増加が237百万円、利息の支払額が467百万円、法人所得税の

支払額が2,944百万円あったこと等によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、10,728百万円（前年同期比48.9％増）となりました。 

これは主に、新規出店等に伴う有形固定資産の取得による支出が9,531百万円、敷金及び保証金の差し入れに

よる支出が1,013百万円あったこと等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、212百万円（前年同期比97.1％減）となりました。 

これは主に、短期借入金の純増減額が3,000百万円、社債の発行による収入が9,946百万円あった一方で、長期

借入金の返済による支出が3,126百万円、IFRS第16号の適用等によるリース負債の返済による支出が7,485百万

円、配当金の支払額が2,610百万円あったこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020年９月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大が当社グループに与える影響に

ついて、合理的に算定することが困難なことから未定としておりましたが、緊急事態宣言解除を受け、経済活動再

開の動きが見えてまいりましたので、現時点において入手可能な情報をもとに算定いたしました。 

詳細につきましては、本日（2020年８月４日）に公表いたしました「業績予想に関するお知らせ」をご覧くださ

い。 
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